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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

機械工業分野において、一段と厳しさを増すグローバル市場の中で、持てる技術

力を有効に競争力として発揮させうる事業戦略を推進するため、効果的に標準化を

組み込む方策を構築することで機械工業の標準化の推進とグローバル競争力強化を

図り、もって機械工業の振興に寄与する。 

 

（２）実施内容 

我が国機械工業がグローバル競争下で持続的な発展を遂げていくためには、技術

に立脚した製品開発と市場拡大のための標準化戦略との一体的な事業推進が不可欠

であるが、その一体化に必ずしも積極的とは言えない機械工業分野で、事業戦略の

中に効果的に標準化を組込む方策の構築を目的に調査を実施した。具体的には、電

機・電子分野以外の一般機械系企業（工作機械、包装機械分野等）にも対象を拡げ

アンケート、ヒアリングを実施し、各企業の代表的製品に対する標準化と事業戦略

への考え方、取り組みの実態を把握・分析した。その結果から機械工業分野での標

準化戦略に対する課題、今後必要な取り組みを明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（標準化戦略と知財戦略の必要機能） 

 

情報を集める

戦略を練る

戦略を進める

標準 知財

既存規格の調査 特許マップの作成

先行特許の調査
規格開発動向の調査

他社保有特許の調査
法令による規制動向の調査

認証制度の動向の調査

規格開発のキーマンの動向調査

標準化の利用の方向性

コスト低減、性能評価etc

ブラックボックスの範囲の設定

規格開発への参画

人的ネットワークの構築

標準化ターゲットの設定

業界、国内、国際、フォーラム

社内設計基準への適用

外部調達基準への適用

提案、修正要求、規格化阻止

規格特許化の推進

特許取得重点領域の選定

クロスライセンスの実行

海外特許出願地域の設定

ライセンス交換の方法

パテントプールの構築と参加

人材の開拓・開発 人材の開拓・開発

社内人材育成、外部専門家活用 社内人材育成、外部専門家活用

標準化
情報リテラシ

構築

出願時期の調整

基本特許と周辺特許の明確化
標準のオープン化の選択

三位一体戦略 標準・知財に必要と考えられる機能

事
業
戦
略

他社申請特許の調査



２ 予想される事業実施効果 

標準化により起こりえようとしている変化に対して、機械産業全体が自分たちの現

実感として全くイメージできていないという状況があるが、いずれIT産業やエレクト

ロニクス産業分野で起こったこと（部品レベルから牙城を崩され、最終的には完成品

にまで浸食される）が機械工業分野で起こりうることを示唆したこと、機械工業とし

ての課題と対応の方向を明確にしたことで、今後の社内対応や体制構築に向けた意識

向上が期待できる。 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

平成 23 年度機械工業における標準化と事業戦略に関する調査研究報告書  

     －事業／R&D／知財・標準化三位一体戦略調査専門部会－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査研究報告書） 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： （一社）日本機械工業連合会（ニホンキカイコウギョウレンゴウカイ） 

住  所： 〒105-0011 

東京都港区芝公園３－５－８ 機械振興会館 

代 表 者： 会長 伊藤源嗣（イトウモトツグ） 

担当部署： 業務部（ギョウムブ） 

担当者名： 次長 多並輝行（タナミテルユキ）  

電話番号：０３－３４３４－５３８３ 

F A X  ：０３－３４３４－６６９８ 

E-mail ：gyomu@jmf.or.jp   

ＵＲＬ ：http://www.jmf.or.jp 


